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1． はじめに 

2020 年新型コロナウイルス感染症拡大により観光業

は大打撃を受けている。同年 5 月 25 日に全国的な自粛

要請が解除されたため、それ以前に比べると外出は緩

和傾向だった。しかしその後、11 月 23 日に全国知事会

で第 3 波の警戒宣言が出されたように感染者ゼロには

程遠く、観光業に従事する人たちの観光に関する不安

はなくならない。 

本研究は店頭販売が特化し、観光客・訪問客への期待

が大きい伝統的工芸品・小石原焼の里を対象とする。そ

のような地域で、コロナ禍の生業と観光への影響を聞

き取り、また、外部の人々の、コロナ禍のもとでの観光

への意識を探ることで、観光と生業の課題を追究する

ことを目的とする。 

2． 研究方法 

小石原焼の里は福岡 

県朝倉郡東峰村に位置

し、44件の窯元が窯業で

生計を立てている。                                                     

小石原焼１）は 1682 年

の中野焼が起源であり、

1975 年には伝統的工芸    

品の指定を受けている。   図-1 東峰村の位置２） 

1958 年に柳宗悦による民芸運動により需要が拡大した。

それを機に飛び鉋や刷毛模様という伝統技法を守りな

がらも、拡大する需要に応えるためのために近代的機

械化を取り入れている。 

 現在の主な販売経路としては見込生産（直売）と受注

生産があり、窯元ごとに違いはあるが、平均 6 割は見込

生産である。したがって訪問者を増加させる観光の取

り組みが重視される。課題としては見込生産に力を入

れすぎで販路が狭いことが挙げられる。 

近年の取り組みとして、2019 年 7 月に始動したトー

キコーディネータープロジェクト３）がある。2021 年ま

でに里の焼物を一手に扱う商社設立を目指している。

なお、本地域での商社化の意義は、マネジメントにより

商品販売額の増加、就職機会の創出、住民の増加などの 

 

好循環を創出し、稼ぐ地域づくりにより人口減少の歯

止めを目指すことである。 

本研究は、小石原焼の里の生業と観光へのコロナの 

影響を把握するために、2020 年 11 月 16 日に伝統産業

会館事務局長Ｙ氏、同年 11 月 26 日にベテランの窯元

Ｙ氏、他の窯元の息子で若手のＨ氏およびＴ氏にヒア

リング調査を行った。また同年 11 月 13 日から 12 月 1

日の間に、大学生に観光と小石原についての意識調査

を行った。 

3． 結果と考察 

（１）窯元らへのヒアリング調査 

 4 月 26 日～5 月 6 日まで、組合として全窯元に休業

要請を行い、年収の約半分を占めるといわれる 5 月と

10 月の民陶むら祭りなどのイベント全てを中止した。

その結果、５月は前年同月に比べ 7 割以上売り上げが

減少してしまった。このような状況についての対策や

これまでの計画について、事務局長は商社とオンライ

ン化が必要という。窯元Ｙ氏は、同じくオンライン化に

言及するが、負担が大きいと感じ、若い人に任せている。

一方、窯元の息子たち若手は、自ら行動し、窯元の意見

を取り入れることや工夫が必要と主張する。このよう

に産地の意見には、異なる点が散見される（表-1）。現

段階での意見集約と組合を挙げての対策の困難が示唆

される。 

表-１ 立場による考えの違い（ヒアリング調査のまとめ） 

 

商社 期待している
期待はしている

が負担が大きい

ブランド化は続か

ない

商社課題

オンライン
力を入れたいが

できてない

若いのに任せて

いる

力を入れている

が工夫がいる

ヒアリング
細かい数字は不

明

話を聞く人が固定

している

動かない人に聞く

必要あり

ヒアリング課題

今後の見通し
トーキコーディネー

ター事業

ホームページに買

い物かごをつけ

る

来てもらうための

施策を準備

今後課題

全窯元に平等に話を聞けていない

人を呼びたいがイベント等大きな動きができない

窯元の息子

Ｈ氏・Ｔ氏

オンライン用の商品や価格がいる

写真で陶器の細かい違いなどが伝わらない

事務局長 窯元Y氏

窯元の意見が反映されていない

オンライン課題
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（２）学生への旅行に関する意識調査 

コロナ禍に旅行した学生は 55％もいるが、海外渡航

者はいない。九州・山口地方以外に旅行した人は 19％

と少ない（図-2）。しかし外国や３大都市に行きたいと

いう希望は、半数以上である（図-3）。 

一方、小石原を 77％の人が聞いたことがなく（図-4）、

認知度は低いものの、陶器づくりには 40 パーセント以

上が興味をもっている（図-5）。小石原の紹介動画を見

てみたいかと問うと、70％を超える学生が同意する。 

 

図-２ ６月以降旅行者割合 

 

図-３ 行きたい旅行先 

 

3.3 課題と考察 

表‐２ 窯元と学生の考えの集約 

 

 

77％が小石原を知らない（表-2）。認知度の低さ・観

光客が少ないという課題がある。一方、70％以上の学生

が紹介動画を見てみたいという（表-2）。コロナ禍に区

切りがついた日に、福岡市内の若者に現地に来てもら

うためには、事前に紹介動画で小石原焼や小石原の里

の魅力を紹介し、認知度を上げることが必要である。加

えて、40％以上が興味をもつ作陶体験を、旧小学校跡の

リノベーション施設など広い場所で行い、コロナ禍に

おいても状況を見ながら、現地に人を呼び込む必要が

あろう。 

 

図-４ 小石原の里の認知度割合 

 

図‐５ 小石原焼の里への興味（複数回答） 

 

図-６  小石原焼の里の紹介動画を見たいか 

 

4． まとめ 

本研究ではコロナ禍における小石原の課題を、窯 

元らへのヒアリングと学生への意識調査により追究し

た。その成果を以下に示す。 

１）５月は全体的に同年同月に比べ７割以上売り上げ 

減少しており現地に来てもらいたいが呼び込めな

い状態である。 

２）若者は外国や 3 大都市に行きたいと希望している

人が多い中、コロナがおさまって行動しても、認知

度が低い今のままでは、小石原ではなく、都市部に

人が流れる可能性が高い。 

３）紹介動画を見てみたい人が多いこと、作陶体験に 

興味をもっていることから、オンラインを活用し

てコロナ禍中に認知度を上げ、作陶体験をしに現

地に来てもらうことが望ましい。 
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